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◆
付
図
　中
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下
絵
図
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第
5
巻
　
資
料
編
Ⅱ

相
馬
氏
が
中
村
に
居
城
を
構
え
て
約
二
六
〇
年
間

相
馬
中
村
藩
六
万
石
の
城
下
町
を

多
数
の
未
刊
行
史
料
か
ら
解
き
明
か
す

〒976-8601 福島県相馬市中村字北町63-3（相馬市役所1階）
TEL: 0244-37-2100　FAX: 0244-37-2199　
E-mail: shishihensan＠city.soma.lg.jp

相馬市教育委員会
生涯学習課市史編さん室

※購入方法については裏面をご覧ください。

第7回配本 好評発売中



『相馬市史』既刊の 6 冊

現在販売中の『相馬市史』の紹介 相馬市は、市制施行 50 周年を記念して『相馬市史』編さん事業に取り組んでいます。
全 9 巻 10 冊を順次刊行予定で、既刊『相馬市史』は、下記「販売場所」にて好評販売中です。

相
馬
市
域
の
「
考
古
資
料
」
と
相
馬
市
に
関
す
る
古
代
の
「
文
献
史
料
」

を
収
録
。
Ｂ
５
判
フ
ル
カ
ラ
ー
全
870
ペ
ー
ジ
。

◆
考
古
資
料

相
馬
市
内
の
旧
石
器
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
主
要
205
遺
跡
を
網
羅
し
、

豊
富
な
カ
ラ
ー
写
真
と
精
密
な
実
測
図
を
用
い
て
解
説
。
各
時
代
の
遺

跡
の
時
間
的
・
空
間
的
な
広
が
り
が
一
目
で
分
か
る
、
消
長
表
と
遺
跡

分
布
図
（
付
図
）
付
き
。

【
地
蔵
川
水
系
】（
66
遺
跡
）

猪
倉
Ａ
遺
跡
／
山
田
Ａ
遺
跡
／
段
ノ
原
Ａ
遺
跡
／
善
光
寺
遺
跡
／
大
森

Ａ
遺
跡
／
大
森
Ｃ
遺
跡
／
古
川
尻
Ａ
遺
跡
／
古
川
尻
Ｂ
遺
跡　

ほ
か

【
小
泉
川
水
系
】（
33
遺
跡
）

南
萱
倉
遺
跡
／
馬
見
塚
遺
跡
／
北
迫
Ａ
遺
跡
／
柴
迫
Ａ
遺
跡
／
本
笑

和
田
横
穴
墓
群　

ほ
か

【
宇
多
川
水
系
】（
80
遺
跡
）

寺
屋
敷
遺
跡
／
古
霊
山
遺
跡
／
荻
平
遺
跡
／
西
山
横
穴
墓
群
Ａ
／
相

馬
中
村
城
跡
／
黒
木
田
遺
跡
／
丸
塚
古
墳
／
福
迫
横
穴
墓
群　

ほ
か

【
日
下
石
川
水
系
】（
26
遺
跡
）

高
松
古
墳
群
／
地
ノ
内
遺
跡　

ほ
か
。

◆
文
献
史
料

相
馬
市
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
文
献
史
料
129
点
を
厳
選

し
、
古
墳
時
代
・
奈
良
時
代
・
平
安
時
代
に
分
け
て
収
録
、
解
説
。

相
馬
氏
・
相
馬
市
域
に
関
す
る
貴
重
な
中
世
史
料
を
幅
広
く
収
録
。

Ｂ
５
判
全
550
ペ
ー
ジ
（
本
文 

白
黒
、
口
絵 

カ
ラ
ー
）。
別
冊
写
真
帳 

Ｂ
５
判
全
170
ペ
ー
ジ
付
き
。

◆
本
編

第
一
章　

家
わ
け
文
書

相
馬
文
書
／
相
馬
岡
田
文
書
／
大
悲
山
文
書
／
旧
修
験
寛
徳
寺
上
之

坊
岩
崎
文
書
／
海
東
家
文
書

第
二
章　

検
地
帳
類

奥
州
相
馬
御
検
地
目
録
帳
／
相
馬
家
臣
支
配
帳

第
三
章　

編
年
史
料

第
四
章　

系
図
・
史
書

相
馬
之
系
図
（
抄
）
／
奧
相
秘
鑑
（
抄
）

◆
別
冊
写
真
帳　

家
わ
け
文
書
／
検
地
帳
類

市
内
の
各
家
に
残
る
文
献
に
着
目
し
、
近
世
期
（
江
戸
時
代
）
の
村
々

の
庶
民
生
活
に
焦
点
を
あ
て
た
「
近
世
村
社
会
編
」。
451
点
の
貴
重
な

史
料
を
収
録
。
Ｂ
５
判
全
1,300
ペ
ー
ジ
（
本
文
白
黒
、口
絵
カ
ラ
ー
）。

第
一
章　

村
の
景
観

第
二
章　

村
と
在
郷
給
人
・
郷
士

第
三
章　

村
と
家
の
記
録

第
四
章　

平
場
の
生
業

第
五
章　

山
の
生
業

第
六
章　

海
・
潟
・
川
の
生
業

第
七
章　

宿
場
・
街
道
・
港

第
八
章　

飢
饉
と
農
村
復
興
・
御
仕
法

第
九
章　

村
の
暮
ら
し

第
十
章　

村
の
寺
社
と
暮
ら
し
の
な
か
の
祈
り

第
十
一
章　

村
の
幕
末
と
維
新

明
治
期
か
ら
市
制
施
行
50
周
年
（
平
成
16
年
３
月
）
ま
で
の
行
政
・
産

業
・
社
会
・
教
育
・
文
化
の
発
展
と
、
こ
れ
ら
を
推
進
し
て
き
た
多
く

の
人
々
の
足
跡
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
を
取
り
あ
げ
た
一
冊
。
口
絵
に

は
、
相
馬
市
ゆ
か
り
の
芸
術
作
品
を
フ
ル
カ
ラ
ー
で
多
数
掲
載
。
Ｂ
５

判
全
922
ペ
ー
ジ
（
本
文
白
黒
、
口
絵
カ
ラ
ー
）。

第
一
章　

明
治
の
相
馬

　

行
政
／
産
業
／
社
会
／
教
育

第
二
章　

大
正
～
昭
和
前
半
の
相
馬

　

行
政
／
産
業
／
社
会
／
教
育

第
三
章　

現
代
の
相
馬

　

行
政
／
産
業
／
社
会
／
教
育

第
四
章　

近
現
代
の
文
化

　

文
学
／
芸
術
／
体
育
／
学
術
／
郷
土
史
研
究
／
そ
の
他

松
川
浦
・
霊
山
を
は
じ
め
と
し
た
市
内
の
自
然
環
境
や
、
そ
こ
に
生
き

る
動
植
物
の
生
態
を
豊
富
な
図
版
を
盛
り
込
み
解
説
。
Ｂ
５
判
フ
ル

カ
ラ
ー
全
885
ペ
ー
ジ
。
別
冊
資
料
集
（
動
植
物
目
録
）
Ｂ
５
判
白
黒 

全
232
ペ
ー
ジ
付
き
。

◆
本
巻

第
１
章　

地
形
・
地
質
・
気
候

　

地
形
・
地
質
／
気
象
・
気
候
／
自
然
と
人
間
生
活 

第
２
章　

植
物

　

陸
上
植
物
／
藻
類
／
菌
類
／
相
馬
市
の
植
物
文
化

第
３
章　

動
物

相
馬
市
の
哺
乳
類
／
相
馬
市
の
鳥
類
／
相
馬
市
の
両
生
類
と
爬
虫
類
／

松
川
浦
お
よ
び
周
辺
水
域
の
魚
類
／
相
馬
市
の
淡
水
魚
類
／
松
川
浦

の
底
生
動
物
／
相
馬
市
の
昆
虫

◆
別
冊
資
料
集　

植
物
目
録
／
動
物
目
録

「
今
」
と
「
昔
」、「
震
災
前
」
と
「
震
災
後
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
時

点
で
の
「
人
び
と
の
暮
ら
し
の
変
遷
」
に
着
目
し
、
500
人
を
超
え
る
市

民
の
方
か
ら
聞
い
た
話
を
た
く
さ
ん
の
写
真
を
用
い
な
が
ら
解
説
。

Ｂ
５
判
フ
ル
カ
ラ
ー
全
942
ペ
ー
ジ
。
付
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
２
枚
組
）
に
は
、

市
内
各
地
の
15
の
神
楽
や
磯
部
の
子
ど
も
手
踊
な
ど
の
映
像
を
合
計
５

時
間
以
上
収
録
。

◆
本
編

着
る
・
食
べ
る
・
住
む
―
衣
食
住
／
自
然

の
条
件
と
な
り
わ
い
／
鉱
工
業
と
技
術
者

た
ち
／
ま
ち
の
商
い
と
人
や
物
の
移
動
／

日
常
を
忘
れ
る
と
き
／
社
会
と
そ
の
し
く

み
／
い
の
ち
を
育
み
年
を
重
ね
る
／
家
族

の
日
常
／
人
生
の
閉
じ
方
と
慰
霊
の
か
た

ち
／
社
寺
の
信
仰
と
祭
礼
／
地
域
の
講
と

家
の
神
々
／
市
域
を
超
え
た
ま
つ
り
／
季

節
を
区
切
り
彩
る
行
事
／
多
彩
な
芸
能
の

国
／
民
謡
／
伝
説
と
昔
話
／
東
日
本
大
震

災
を
体
験
し
て

◆
付
録

Ｄ
Ｖ
Ｄ
２
枚
（
合
計
５
時
間
以
上
）

相
馬
市
の
ま
つ
り
と
民
俗
芸
能

書　籍　名 価格（税込） 発刊年 重量 判型
第 1 巻 通史編Ⅰ 原始・古代・中世 ― ― ― ―
第 2 巻 通史編Ⅱ 近世 ― ― ― ―
第 3 巻 通史編Ⅲ 近代・現代 ― ― ― ―
第 4 巻 資料編Ⅰ 原始・古代 5,000 円 平成 27 年 約 2.2 kg B5 判
第 4 巻 資料編Ⅰ 中世 5,000 円 令和 2 年 約 1.9 kg B5 判
第 5 巻 資料編Ⅱ 近世 1 5,000 円 令和 3 年 約 2.6 kg B5 判
第 6 巻 資料編Ⅲ 近世 2　　 5,000 円 平成 25 年 約 2.5 kg B5 判
第 7 巻 資料編Ⅳ 近代・現代 5,000 円 平成 30 年 約 1.9 kg B5 判
第 8 巻 特別編Ⅰ 自然　　 5,000 円 平成 27 年 約 2.6 kg B5 判
第 9 巻 特別編Ⅱ 民俗　　 5,000 円 平成 29 年 約 2.5 kg B5 判

『相馬市史』販売場所
広文堂書店 相馬市中村字田町52 0244-35-3138
丁子屋書店 相馬市中村字大町34 0244-35-2846
相馬市図書館 相馬市中村字塚ノ町65-16（振興ビル2階） 0244-37-2630
市史編さん室

お問い合わせ先・配送による購入申し込み先
相馬市教育委員会生涯学習課市史編さん室

〒 976-8601　福島県相馬市中村字北町 63-3（相馬市役所１階）
TEL 0244-37-2100　FAX 0244-37-2199

E-mail:shishihensan@city.soma.lg.jp

【購入方法】
◆直接購入する場合

市内４か所の販売場所（右下参照）で購入でき
ます。

◆配送により購入する場合
市史編さん室のみで取り扱っています。
1、①②を同封し、右下の申し込み先あてにお送

りください。
①申込書

購入希望の書籍名と冊数、お名前、ご住所、
お電話番号を明記してください（任意の書
式で結構です）。

②代金
現金書留または郵便為替でお送りください。
切手では換金ができませんのでご遠慮くだ
さい。

2、①②の到着後、原則としてゆうパックの着払い
にて速やかに発送いたします。

第
４
巻　
資
料
編
Ⅰ　
原
始
・
古
代

第
２
回
配
本

第
４
巻　
資
料
編
Ⅰ　
中
世

第
６
回
配
本

第
６
巻　
資
料
編
Ⅲ　
近
世
２

第
１
回
配
本

第
７
巻　
資
料
編
Ⅳ　
近
代
・
現
代

第
５
回
配
本

第
８
巻　
特
別
編
Ⅰ　
自
然

第
３
回
配
本

第
９
巻　
特
別
編
Ⅱ　
民
俗

第
４
回
配
本


